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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第13期 
第３四半期 
累計期間

第14期
第３四半期
累計期間

第13期 
第３四半期 
会計期間

第14期
第３四半期
会計期間

第13期

会計期間

自　平成22年
　　　３月１日
至　平成22年
　　　11月30日

自  平成23年
      ３月１日
至  平成23年
      11月30日

自　平成22年 
　　　９月１日
至　平成22年 
　　　11月30日

自  平成23年
      ９月１日
至  平成23年
      11月30日

自  平成22年
      ３月１日
至  平成23年
      ２月28日

売上高 (千円) 4,792,6325,031,6841,499,9091,707,4106,402,812

経常利益 (千円) 284,263480,007 39,614 156,746354,173

四半期(当期)純利益 (千円) 161,160238,408 24,570 90,642 199,885

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) － － － － －

資本金 (千円) － － 628,019628,019628,019

発行済株式総数 (株) － － 12,449 12,449 12,449

純資産額 (千円) － － 1,612,7741,831,3971,651,499

総資産額 (千円) － － 2,894,6883,441,5112,914,251

１株当たり純資産額 (円) － － 129,550.50147,112.04132,661.19

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 12,945.6719,150.851,973.667,281.1316,056.36

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 12,940.3819,140.771,972.867,275.5016,047.47

１株当たり配当額 (円) － － － － 4,700

自己資本比率 (％) － － 55.7 53.2 56.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 407,147548,903 － － 550,440

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △217,234△45,584 － － △286,562

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △175,335△31,847 － － △237,829

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) － － 474,005956,948485,476

従業員数
（外、平均臨時雇用者数）

(名)
－
(－)

－
(－)

169
(392)

184
(423)

175
(409)

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計（会計）期間等に係る主要な経

営指標等の推移については記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社がないため記載しておりません。

４　第13期の１株当たり配当額4,700円には、会社創業30周年の記念配当500円が含まれております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成23年11月30日現在

従業員数(名) 184 (423)

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員(１ヵ月174時間換算)であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社は生産活動を行っていないため、該当事項はありません。

　

(2) 食材等仕入実績

当第３四半期会計期間（自　平成23年９月１日　至　平成23年11月30日）における食材等の仕入実績を

品目別に示すと、次のとおりであります。
　

品目 仕入高 前年同四半期比

アルコール類 299,122千円 113.0％

食材その他 188,675千円 107.6％

合計 487,797千円 110.9％

(注) １　上記の金額は、仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

(3) 受注実績

当社は一般顧客に直接販売する飲食業を営んでおりますので、受注状況は記載しておりません。

　

(4) 販売実績

当第３四半期会計期間（自　平成23年９月１日　至　平成23年11月30日）における販売実績を地域別に

示すと、次のとおりであります。

なお、当社は一般顧客に直接販売する飲食業を営んでおりますので、特定の販売先はありません。

地域 店舗数 飲食売上（直営店） 前年同四半期比 構成比

関　東

東京都 47店

1,419,626千円112.7％ 83.1％
神奈川県 6店

千葉県 3店

埼玉県 2店

中　部
 

愛知県 3店

287,784千円 119.6％ 16.9％
京都府 2店

関　西 大阪府 5店

兵庫県 1店

合計 69店 1,707,410千円113.8％ 100.0％

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　上記の店舗数は平成23年11月30日現在で表示しております。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期会計期間における国内経済は、東日本大震災により落ち込んだ経済活動や個人消費に回

復の兆しが見られましたが、ギリシャの財政危機に端を発する欧州の金融不安や円高の進行、タイの洪水

による生産への影響等により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　一方、外食産業におきましては、東日本大震災後の急激な業績の落ち込みからやや落ち着きを取り戻し、

若干の回復傾向が見られるものの、従来の生活防衛意識の高まりに加え、牛肉の生食による食中毒の発生

や放射性物質が食材に与える影響への懸念などから、食の安心・安全に対する不信感は高まり、取り巻く

環境は引き続き厳しいものとなっております。

　このような状況のもと、当社は、当事業年度のスローガン「アゲインストな環境に立ち向かえる強い人

財の育成」を掲げ、厳しい環境下であるからこそ、「強い会社」「強い店舗」の構成に必要不可欠なファ

クターである「自主・自律・自己責任」で「自己完結」できる店長の育成に、積極的に取り組んで参り

ました。また、コスト面におきましては、震災直後から継続的に、経費全般に渡る費用対効果を見極めた経

費管理を徹底し、不要不急な経費の節減に全社一丸となって取り組んで参りました。

　さらに、ラグビーワールドカップの開催に伴い、日本ラグビーフットボール協会との提携のもと店内装

飾を施すことでその雰囲気を高め、店内での試合放映やキャンペーンを展開し、また、ハロウィーンイベ

ントでは従業員が仮装してお客様をお迎えするなど、常にお客様にワクワクドキドキしていただくため

の取り組みを実施して参りました。これらにより、既存店の対前年比につきましては、売上高107.8％、客

数110.7％となりました。

 

以上の結果、当第３四半期会計期間の売上高は1,707百万円（前年同期比13.8％増）、営業利益は156百

万円（前年同期比311.4％増）、経常利益は156百万円（前年同期比295.7％増）、四半期純利益は90百万

円（前年同期比268.9％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて527百万円増加し、3,441百万円とな

りました。

流動資産については、主に現金及び預金の増加により、前事業年度末に比べて516百万円増加し、1,272

百万円となりました。

固定資産については、主に新規出店に伴う有形固定資産の増加により、前事業年度末に比べて10百万円

増加し、2,169百万円となりました。

負債については、主に買掛金、借入金及び資産除去債務会計基準の適用に伴う資産除去債務の増加によ

り、前事業年度末に比べて347百万円増加し、1,610百万円となりました。

純資産については、配当金の支払により58百万円減少したものの、四半期純利益238百万円を計上した

ことにより、前事業年度末に比べて179百万円増加し、1,831百万円となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期会計期

間末に比べて106百万円増加し、956百万円となりました。それぞれの詳細は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、198百万円（前年同期比111百万円の増加）となりました。

主な要因は、税引前四半期純利益が156百万円、減価償却費が68百万円、賞与引当金の増加が48百万円

あった一方で、法人税等の支払額が84百万円あったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は、19百万円（前年同期比68百万円の減少）となりました。

主な要因は、有形固定資産の取得による支出が13百万円、差入保証金の差入による支出が8百万円

あったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、72百万円（前年同期比67百万円の増加）となりました。

主な要因は、長期借入金の返済による支出が26百万円、割賦債務の返済による支出が40百万円あった

ことによるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設等は次のとおりであります。

事業所名

（所在地）

設備の

内容

投資予定額

資金調達の方法 着手年月
完成予定

年月

完成後の

増加客席

数　(席)
総額

(千円)

既支払額

(千円)

HUB蒲田西口店

(東京都大田区)
店舗設備 53,0666,150

自己資金・

リース・割賦

平成23年 

11月

平成23年

12月
86

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　上記の金額には、店舗賃借に係る差入保証金が含まれております。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 39,200

計 39,200

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年１月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,449 12,449
大阪証券取引所 
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード)

（注）

計 12,449 12,449 ― ―

（注）単元株制度は採用しておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21並びに第280条ノ27の規定に基づき発行した新株予約権は、次のと

おりであります。

①平成15年５月29日定時株主総会にて決議された第１回新株予約権の状況

　
第３四半期会計期間末現在
(平成23年11月30日)

新株予約権の数 　69個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数
（注）２、３、４、５

　69株

新株予約権の行使時の払込金額
 
１株当たり111,000円

 

新株予約権の行使期間
自　平成18年４月３日
至　平成25年５月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株
式の発行価格及び資本組入額

発行価格　　111,000円
資本組入額　 55,500円

新株予約権の行使の条件 (注)１

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要する

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

―
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(注) １　新株予約権の行使条件は次のとおりであります。

①　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時において、当社の取締役又は監査役若しくは従業員

の地位を保有していることとする。ただし、当社取締役会の承認を得た場合はこの限りではな

い。

②　新株予約権の質入れ、担保権の設定及び相続は認めないものとする。

③　その他の条件については、平成15年５月29日開催の当社定時株主総会及び平成15年８月13日開

催の当社取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で締結する「新株

予約権割当契約」に定めるところによる。

２　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものと

する。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的

となる株式の数について行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨て

るものとする。

調整後株式数　＝　調整前株式数　×　分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、又は当

社が新設分割若しくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式数の調整を行う。

３　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整に

より生じる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株を発行するとき（新株予約権の行使により新株を発行する場合を

除く。）は、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は

切り上げる。

　
既発行株式数 ＋

新規発行株式数　×　１株当たり払込金額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
新規発行前の株価

既発行株式数＋新規発行による増加株式数

上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数

を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合には「新規発行」を「自己株式の処分」、「１株

当たり払込金額」を「１株当たり処分金額」と読み替えるものとする。さらに、当社が他社と吸

収合併若しくは新設合併を行い、本件新株予約権が承継される場合、又は当社が新設分割若しく

は吸収分割を行う場合、当社は必要と認める払込金額の調整を行う。

４　新株予約権の消却の事由及び条件は次のとおりであります。

①　本件新株予約権は、新株予約権の割当を受けた者が上記新株予約権の行使の条件に定める規定

により、新株予約権の行使の条件に該当しなくなった場合にその新株予約権を消却することが

できる。この場合、当該新株予約権は無償で消却することができる。

②　当社が吸収合併による消滅、並びに株式交換又は株式移転により他の会社の完全子会社となる

ことを当社の株主総会で決議した場合、当該効力発生日以前に、残存する本新株予約権の全部

を無償で消却することができる。

③　当社はいつでも新株予約権を取得し、これを無償で消却することができる。

５　新株予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の数は、退職等により割当対象でなくなった新

株予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の数をそれぞれ控除した残数を記載しておりま

す。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月１日

～平成23年11月30日
　 － 12,449 － 628,019 － 191,619

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記

載することができないことから、直前の基準日(平成23年８月31日)に基づく株主名簿による記載をして

おります。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,449 12,449 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 12,449 ― ―

総株主の議決権 ― 12,449 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
　３月

　
　４月

　
　５月

　
　６月

　
　７月

　
　８月

　
　９月

　
　10月

　
　11月

最高(円) 144,900118,000126,000124,800134,500131,000128,000129,900166,000

最低(円) 86,50098,700114,000113,800123,000118,900120,000122,000127,200

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び前第３四半期累計期間

(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期

会計期間(平成23年９月１日から平成23年11月30日まで)及び当第３四半期累計期間(平成23年３月１日か

ら平成23年11月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間(平成22年９月１日か

ら平成22年11月30日まで)及び前第３四半期累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第３四半期会計期間(平成23年９月１日から平成23年11月30日まで)及び当第３

四半期累計期間(平成23年３月１日から平成23年11月30日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責任

監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社ハブ(E03473)

四半期報告書

12/26



１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 956,948 485,476

売掛金 23,165 18,254

原材料及び貯蔵品 48,145 43,728

その他 244,015 208,401

流動資産合計 1,272,274 755,860

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,001,364 975,370

その他（純額） 151,114 169,424

有形固定資産合計 ※1
 1,152,478

※1
 1,144,794

無形固定資産 41,204 48,386

投資その他の資産

差入保証金 856,214 858,818

その他 119,338 106,391

投資その他の資産合計 975,553 965,209

固定資産合計 2,169,237 2,158,390

資産合計 3,441,511 2,914,251

負債の部

流動負債

買掛金 175,477 137,091

1年内返済予定の長期借入金 74,805 51,798

未払金 263,794 276,207

未払法人税等 136,000 119,500

賞与引当金 139,568 104,680

その他 228,153 196,220

流動負債合計 1,017,799 885,498

固定負債

長期借入金 217,500 72,000

リース債務 52,488 53,684

長期未払金 209,623 250,569

資産除去債務 111,703 －

長期預り保証金 1,000 1,000

固定負債合計 592,314 377,254

負債合計 1,610,113 1,262,752
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成23年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 628,019 628,019

資本剰余金 191,619 191,619

利益剰余金 1,011,758 831,860

株主資本合計 1,831,397 1,651,499

純資産合計 1,831,397 1,651,499

負債純資産合計 3,441,511 2,914,251
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年11月30日)

売上高 4,792,632 5,031,684

売上原価 1,341,471 1,391,004

売上総利益 3,451,160 3,640,679

その他の営業収入 15,712 19,705

営業総利益 3,466,872 3,660,385

販売費及び一般管理費 ※1
 3,187,556

※1
 3,182,024

営業利益 279,316 478,360

営業外収益

受取利息 129 275

受取保険金 － 2,297

固定資産受贈益 4,647 2,877

雑収入 3,489 771

営業外収益合計 8,266 6,221

営業外費用

支払利息 2,760 4,484

雑損失 557 89

営業外費用合計 3,318 4,574

経常利益 284,263 480,007

特別利益

移転補償金 15,000 －

受取和解金 4,500 －

特別利益合計 19,500 －

特別損失

固定資産除却損 8,053 5,023

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 62,186

本社移転費用 8,873 －

その他 1,837 462

特別損失合計 18,764 67,672

税引前四半期純利益 284,999 412,335

法人税、住民税及び事業税 144,300 214,558

法人税等調整額 △20,461 △40,631

法人税等合計 123,838 173,926

四半期純利益 161,160 238,408
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【第３四半期会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期会計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期会計期間
(自 平成23年９月１日
　至 平成23年11月30日)

売上高 1,499,909 1,707,410

売上原価 425,050 472,608

売上総利益 1,074,858 1,234,802

その他の営業収入 5,730 7,714

営業総利益 1,080,589 1,242,516

販売費及び一般管理費 ※1
 1,042,438

※1
 1,085,552

営業利益 38,151 156,963

営業外収益

受取利息 11 68

受取保険金 1,604 －

固定資産受贈益 543 1,119

雑収入 286 260

営業外収益合計 2,447 1,447

営業外費用

支払利息 983 1,536

雑損失 － 128

営業外費用合計 983 1,665

経常利益 39,614 156,746

特別利益

受取和解金 4,500 －

特別利益合計 4,500 －

特別損失

固定資産除却損 45 275

その他 － 178

特別損失合計 45 453

税引前四半期純利益 44,068 156,292

法人税、住民税及び事業税 36,851 87,782

法人税等調整額 △17,353 △22,133

法人税等合計 19,498 65,649

四半期純利益 24,570 90,642
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 284,999 412,335

減価償却費 174,491 194,239

賞与引当金の増減額（△は減少） 42,944 34,887

受取利息 △129 △275

支払利息 2,760 4,484

有形及び無形固定資産除却損 8,053 5,023

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 62,186

売上債権の増減額（△は増加） △6,180 △4,910

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,339 △4,416

仕入債務の増減額（△は減少） 24,954 38,385

未払金の増減額（△は減少） △23,636 △5,527

その他 25,612 10,612

小計 531,531 747,025

利息の受取額 129 275

利息の支払額 △2,771 △4,581

法人税等の支払額 △121,742 △193,816

営業活動によるキャッシュ・フロー 407,147 548,903

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △206,894 △38,832

無形固定資産の取得による支出 △17,435 △1,864

差入保証金の回収による収入 61,559 18,271

差入保証金の差入による支出 △35,842 △15,668

長期前払費用の取得による支出 △15,421 △8,955

長期貸付金の回収による収入 － 1,463

その他 △3,200 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △217,234 △45,584

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 60,000 240,000

長期借入金の返済による支出 △45,993 △71,493

リース債務の返済による支出 △11,295 △16,409

割賦債務の返済による支出 △135,719 △125,434

配当金の支払額 △42,326 △58,510

財務活動によるキャッシュ・フロー △175,335 △31,847

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 14,577 471,471

現金及び現金同等物の期首残高 459,428 485,476

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 474,005

※1
 956,948
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期会計期間(自　平成23年９月１日　至　平成23年11月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期累計期間

(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)

１．会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業
会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会
計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31
日）を適用しております。
　これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ4,711千円減少し、税
引前四半期純利益は66,897千円減少しております。また、当会計基準等
の適用開始による資産除去債務の変動額は107,251千円であります。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期累計期間(自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第３四半期累計期間(自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

当第３四半期会計期間末
(平成23年11月30日)

前事業年度末
(平成23年２月28日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

1,361,614千円
　なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が含
まれております。

※１　有形固定資産の減価償却累計額

1,149,371千円
　なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が含
まれております。

　

(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

前第３四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給与手当 1,198,746千円

地代家賃 616,630千円

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給与手当 1,211,416千円

地代家賃 637,479千円

　

第３四半期会計期間

前第３四半期会計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

当第３四半期会計期間
(自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給与手当 384,098千円

地代家賃 204,256千円

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給与手当 414,771千円

地代家賃 215,423千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 474,005千円

現金及び現金同等物 474,005千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 956,948千円

現金及び現金同等物 956,948千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成23年11月30日)及び当第３四半期累計期間(自　平成23年３月１日　至　平成23

年11月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 12,449

　

２．自己株式の種類及び株式数

該当事項はありません。

　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月25日
定時株主総会

普通株式 58,510 4,700平成23年２月28日 平成23年５月26日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生
日が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

(金融商品関係)

当第３四半期会計期間末(平成23年11月30日)

現金及び預金並びに長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が、当社の事業運営において重

要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

(単位：千円)

　
四半期

貸借対照表計上額
時価 差額 時価の算定方法

現金及び預金 956,948 956,948 － （注）１

長期借入金 292,305 292,305 － （注）２

（注）１ 現金及び預金の時価の算定方法

　預金はすべて短期であるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

２ 長期借入金の時価の算定方法

　長期借入金の時価については、変動金利のため短期間で市場金利を反映し、当社の信用状態は実行

後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価

額によっております。
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(有価証券関係)

該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社はデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第３四半期会計期間において、ストック・オプションの付与はありません。また、当第３四半期会

計期間において、ストック・オプションの条件変更はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

記載すべき事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、英国風パブ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(追加情報)

　第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基

準適用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
(平成23年11月30日)

前事業年度末
(平成23年２月28日)

　 　

１株当たり純資産額 147,112.04円
　

　 　

１株当たり純資産額 132,661.19円
　

　
２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期累計期間

前第３四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日)

１株当たり四半期純利益 12,945.67円１株当たり四半期純利益 19,150.85円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 12,940.38円潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 19,140.77円
　

　
　

(注)１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第３四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日)

１株当たり四半期純利益 　 　

四半期純利益(千円) 161,160 238,408

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益(千円) 161,160 238,408

普通株式の期中平均株式数(株) 12,449 12,449

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　 　

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 5 6

（うち新株予約権(株)） (　5) (　6)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益の算定に含めな

かった潜在株式の概要

―――――――――― ――――――――――
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第３四半期会計期間

前第３四半期会計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

当第３四半期会計期間
(自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日)

１株当たり四半期純利益 1,973.66円１株当たり四半期純利益 7,281.13円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 1,972.86円潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 7,275.50円
　

　

　
(注)１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第３四半期会計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

当第３四半期会計期間
(自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日)

１株当たり四半期純利益 　 　

四半期純利益(千円) 24,570 90,642

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益(千円) 24,570 90,642

普通株式の期中平均株式数(株) 12,449 12,449

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　 　

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 5 9

（うち新株予約権(株)） (　5) (　9)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益の算定に含めな

かった潜在株式の概要

―――――――――― ――――――――――

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年１月６日

株式会社ハブ

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　杉　本　茂　次　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　岡　田　吉　泰　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ハブの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの第13期事業年度の第３四半期会計期間(平成22年

９月１日から平成22年11月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日ま

で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハブの平成22年11月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年１月10日

株式会社ハブ

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　岡　田　吉　泰　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　五 十 嵐　　徹　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ハブの平成23年３月１日から平成24年２月29日までの第14期事業年度の第３四半期会計期間(平成23年

９月１日から平成23年11月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成23年３月１日から平成23年11月30日ま

で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハブの平成23年11月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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